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1.本書は、丸亀市が平成 21年度国庫補助事業として実施した丸亀市内遺跡発掘調査概要報告書である。

2。 今回の遺跡発掘調査は、川西町北字七条地区、綾歌町富熊字蔵ノ内地区、中津町字兵庫地区、川西町南

字中方地区、郡家町字地頭地区、郡家町字領家地区、綾歌町栗熊東字北池下地区の 7地区を対象とした。

3.・ 調査主体は、丸亀市教育委員会である。

4.中津町字兵庫地区の試掘調査は丸亀市教育委員会教育部文化課東信男が、川西町北字七条地区、川西町
南字中方地区、綾歌町栗熊東字北池下地区の試掘調査は丸亀市教育委員会教育部文化課近藤武司が、綾歌

町富熊字蔵ノ内地区の工事立会及び発見された蔵ノ内遺跡の発掘調査、郡家町字地頭地区の試掘調査、郡

家町字領家地区所在の領家遺跡確認調査は東と近藤が担当して行つた。

本書に用いた遺構表示の略号は次のとおりである。

SA・ ・・柵列、 SB・ ・・竪穴住居、 SD・ ・・溝状遺構、 SH・ ・・掘立柱建物、
SK・ ・・土坑、 SP・ ・・ピット (柱穴)

各現場における実測及び写真撮影は、東・近藤・谷口・北山・鎌谷が行つた。

遺物の写真撮影は、近藤が行った。

8.出土遺物及び実測図等の資料整理は、谷口梢・北山多佳子及び鎌谷周子が行つた。

9。 本書の執筆は、近藤・谷口が分担 して行い、編集は、近藤が行つた。

10。 本書の測量図の縮尺は、スケールで表示した。また、方位は世界測地系による方位(T.N.)及び磁北(M.

N.)で表示 した。

11.本書の断面図に記載 してある「土色」は、農林水産省農林水産技術会議事務局 監修・財団法人 日本色
彩研究所 色票監修『新版標準土色帖 2004年版』による。

12.調査地の位置を示した挿図については、国土地理院地形図「丸亀」(50,000分 の 1)、 丸亀市が作成した

都市計画図 (10,000分の 1:平成 18年承認番号第 25号)及び旧綾歌町が作成した綾歌町全図 (10,000
分の 1:平成 13年 8月 )を使用した。

13.現地調査及び整理作業によつて作成された原図・ トレース図 0写真データ及び出土遺物は、丸亀市教育
委員会に収蔵・保管している。

6.

7.
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丸亀市は、香川県の中央からやや西寄りの海岸に面した位置に所在する。市域のほとんどは平野部で、

丸亀平野の大半を占めている。東は綾歌郡宇多津町・同綾川町・坂出市、南は仲多度郡まんのう町・同

郡琴平町、西は善通寺市・仲多度郡多度津町、北には瀬戸内海が面し、岡山県倉敷市が対面している。

丸亀市の所在する丸亀平野は、県下最高峰の竜王山 (1059。 9m)と 第二の高峰大川山 (1042.9m)の
山間に源を発する土器川を主に、東から大束川、土器り||、 金倉川、弘田川によつて形成された緩扇状地 0

氾濫原と沖積平野からなる県下最大規模の平野である。

昭和 57年度から開始された四国横断自動車道建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査で多くの遺跡が発

見されたことによつて、丸亀市内域における歴史的環境が飛躍的に解明されてきた。

近年においても、丸亀平野の各地で国道バイパス建設工事などの大規模開発事業に先立つ発掘調査が

積極的に行われており、徐々に埋蔵文化財の分布状況等に関するデータが充実してきている。また、こ

れらの情報を公開活用することによつて文化財保護に関する啓発が効果的に行われている。

このような背景の中、民間企業や個人による大小規模の開発も活発に行われている。その対象地が周

知の埋蔵文化財包蔵地内であつたり隣接・近接する場合、周辺を含めて調査事例がなく埋蔵文化財の所

在の有無が全く不明な地域である場合には、埋蔵文化財の適切な保護を図るための資料を得るべく試掘

調査 。確認調査を積極的に実施している。

これらの事業を実施するにあたり、旧飯山町では平成 3年度以降、旧丸亀市では平成 4年度以降、ま

た旧綾歌町では平成 8年度以降国庫及び県補助金を充てている。今年度についても同事業を継続して実

施することとしたが補助金については国庫のみを充てた。

国庫補助金については、平成 21年 2月 18日 付け 20教文第 312号で交付申請を提出し、平成 21年 4

月 1日 付け 21教生文第 1801号で交付決定を受けた。

今年度については、試掘調査を 5件、確認調査を 1件、発掘調査を 1件、計 7件の調査を実施した。
試掘調査は、川西町北字七条地区、中津町字兵庫地区、川西町南字中方地区、郡家町字地頭地区、綾歌

町栗熊東字北池下地区の 5箇所で実施した。確認調査は、郡家町字領家地区所在の領家遺跡を対象に実

施した。発掘調査は、綾歌町富熊字蔵ノ内地区で工事中に発見された蔵ノ内遺跡を対象に実施した。

川西町北字七条地区試掘調査は、宅地分譲建設用地開発に伴い実施したものである。近隣での埋蔵文

化財調査事例が無く、埋蔵文化財包蔵状況が不明であつたことから、事前に確認しておく必要があると

判断されたため試掘調査を実施することとなつたものである。

蔵ノ内遺跡発掘調査は、綾歌町富熊字蔵ノ内地区で計画された宅地分譲建設用地開発に伴い実施した

ものである。蔵ノ内遺跡は、対象地の東側及び北側で確認されている集落跡で弥生時代、古代～中世に

属する。対象地は周知の埋蔵文化財包蔵地外であつたが、包蔵の可能性が非常に高いと判断されたこと

から試掘調査を実施することが適当であつたが、スケジュールの都合上、立会を行いながら工事を実施

することとなつた。この結果、竪穴住居等の遺構を密に検出した。これにより、直ちに工事を中断し遺

跡発見の届出を行うと同時に発掘調査に着手したものである。

中津兵庫地区試掘調査は、工場用駐車場増設計画に伴い実施したものである。対象地の南側には『中

津兵庫遺跡 (弥生・古墳 :集落)』 が隣接しており、大型の溝状遺構が対象地方向に延びていることが確

認されていた。このことから、対象地においても同様の遺構が残存していることが強く予想されるため

試掘調査を実施したものである。
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第 I章 平成21年度丸亀市内遺跡発掘調査事業概要

川西町南字中方地区試掘調査は、共同住宅建設用地開発に伴い実施したものである。対象地は土器川

左岸域に位置し、対象地を含めた西方一帯は条里地割が良好に残存している。対象地付近においての埋

蔵文化財調査事例が無いことから、付近の埋蔵文化財包蔵状況は不明であつた。立地状況がよいことか

ら検討すると遺跡の所在する可能性が高いと判断されたため試掘調査を実施することとなつた。

郡家町字地頭地区試掘調査は、宅地分譲建設用地開発に伴うものである。対象地の南方には『宝瞳寺

跡 (古代 :寺院)』 が所在している。また、北方には『領家遺跡 (古墳 :包含地)』 として広範囲が遺跡

として登録されている。更に北方の高松自動車道敷地では建設時に多くの遺跡が確認されている。地名

が『郡家』『地頭』ということから郡衛関係の施設が所在することも考えられる。これらのことから、対

象地において遺跡の所在する可能性が高いとして試掘調査を実施することとなつたものである。

郡家町字領家地区の領家遺跡確認調査は、宅地分譲建設用地開発に伴い実施したものである。領家遺

跡は、郡家町字領家地区、郡家町字重元地区、川西町北西庄地区を股にかけて登録されている広大な遺

跡である。古墳時代の包含地となつているが詳しい調査も行われておらず詳細は不明であつた。地形調

査から、旧流路域に該当することが予想されたが、条里地割も良好に見られることから、事前に確認調

査を行い遺跡の状況確認を行うことが適当であると判断されたため確認調査を実施することとなつた。

綾歌町栗熊東字北池下地区試掘調査は、工場建設用地開発に伴い実施したものである。対象地には、

『池下遺跡 (弥生中期～後期・中世 :集落跡)』 が東側及び南側に隣接する。また、付近には『佐古川 0

窪田遺跡 (弥生 :墓域)』、『北内遺跡 (弥生中期～後期・中世 :集落跡)』『住吉遺跡 (中世 :集落跡)』

なども所在して。おり比較的遺跡密度の濃い地域となつている。対象地の西側隣接地には遺跡の所在しな

いことが確認されており、池下遺跡の西限が対象地付近であることが強く予想された。これらのことか

ら、事前に対応しておくことが適当であるとの考えから試掘調査を実施することとなつたものである。

これら7件の調査を実施した結果、川西町北字七条地区において、『道池北遺跡 (奈良・平安 。中世 :

集落跡)』が新たに発見された。現在の地割に並行する溝状遺構と斜行する溝状遺構が多く配列しており、

また、対象地北西部には柱穴も含まれると思われる土坑群が見られることから、当時の生活形態の変遷

の一部を確認できる貴重な資料である。

また、中津町字兵庫地区試掘調査で発見した溝状遺構の分布範囲を『中津兵庫遺跡』として、綾歌町

富熊字蔵ノ内地区で工事中に発見した集落跡遺構を『蔵ノ内遺跡』として範囲の変更をして登録するこ

ととなつた。

その他の調査では、遺構や遺物など埋蔵文化財の発見はあつたが、検出内容が希薄であつたことなど

から今後の保護措置は不要という結論に至つた。

これらの調査を実施すること、また、調査で得られた資料を基に、それぞれの事業者と協議しながら

事業を進めることで、埋蔵文化財の適切な保護を図ることができた。

これらの調査結果は、今後丸亀市内で計画される開発などの際、文化財保護に活用したい。

以上、丸亀市内で計画された 7件の事業に伴う試掘、確認、発掘調査を実施した。

平成 21年度の丸亀市内遺跡発掘調査事業は、平成 21年 4月 1日 から平成 22年 3月 31日 に終了し

た。
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第 I章 平成21年度丸亀市内遺跡発掘調査事業概要

坂 出 港

↓

1.道池北遺跡
2.蔵ノ内遺跡
3.中津兵庫遺跡
4 川西町南字中方地区

5.郡家町字地頭地区

6.領家遺跡
7.綾歌町栗熊東字北池下地区

第 1図 平成 21年度丸亀市内遺跡発掘調査対象地 (S=1:75,000)
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川西町北字七条地区

【道池北遺跡】



第Ⅱ章 川西町北字七条地区試掘調査

第Ⅱ章 川西町北字七条地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

丸亀市川西町北字七条 2245‐ 1、 2246‐ 1、 2246‐ 3、 2252¨ 2、 2252‐ 3、 2253‐ 2、 2253‐ 3

平成 21年 5月 25日 ～5月 26日

約 100.5ポ (調査対象地面積 1,540ピ )

1.立地と環境

対象地は、丸亀平野中央部やや東寄りの上器川

左岸付近に位置する。南側には、県道善通寺府中

線を挟んで道池が近接する。このことから、流域

の近いことが推察される。

この付近では、ほとんど埋蔵文化財の調査を行

つた経緯が無く、埋蔵文化財の包蔵状況は不明で

あつた。少し離れると、北側の高松自動車道敷地

において『川西北七条 I遺跡 (中世～近世 :包含

地)』、『り|1西北七条Ⅱ遺跡 (中世～近世 :包含地)』、

『川西北鍛冶屋遺跡 (中世～近世 :包含地)』 が所

在している。これらの遺跡が分布している範囲の

北側には、『九頭神双子山遺跡 (古墳 :包含地)』、

『九頭神菱池遺跡 (古墳 :包含地)』 などの多くの

遺跡が分布している。

これらのことから、計画地付近の上器川と古子

川に挟まれる地域は比較的安定した微高地であつ

たことが読み取れる。

第 2図 対象地位置図

2.調査に至る経緯 と調査の経過
宅地分譲建設計画に伴い、平成 21年 4月 28日 付けで埋蔵文化財の所在の及びその取 り扱いについて

の照会文書が提出された。

近隣での埋蔵文化財調査事例が無く、包蔵地の状況は不明であるが、周辺の遺跡分布状況や立地環境

から検討 して、対象地において遺跡の所在する可能性は比較的高いものと考えられた。事前に遺跡所在

の有無を確認 しておくことが適当であると判断されたことから、試掘調査を実施することとした。

調査の結果、複数の溝状遺構や土坑群が確認できた。各遺構の密度も比較的濃く、残存状況も良好で

あることから、保護措置が必要と判断 した。調査成果をもとに県教育委員会と協議 した結果、『道池北遺

跡』として保護措置を図ることとなつた。

3.調査の概要
調査は、 トレンチ調査 とし、対象地内に 7箇所の トレンチを設定した。掘削は重機で行い、人力によ
り精査を行つた。
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し
/
＼

Ｔ
川
川
く
ギ
ー
＼

トレンチ
＼

ヽ
＼

||

＼
＼
ンチ＼

ヽ
＼

＼

5卜 藻

＼

Zンか

【1ト レンチ】

対象地東端に東西軸で設定した。

耕作土直下には、床土と思われる層が薄く確認できた。その直下から切り込む溝状遺構を 3箇所で確

認した。東端の SD01は幅 0.5m、 深さ0.3mを測る。上層部では土師器小片が出土した。中央の SD02

は幅 2.8m、 深さ0.5mを測る。断面観察から数回の掘り直しがあつたものと考えられる。埋土から土師

器、須恵器、瓦器の小片が出土した。西端の SD03は幅 2.2m、 深さ 0。 5mを測る。遺物の出土は認めら

れない。

検出した溝状遺構は、SD02、 SD03は南北軸、SD01は若干時計回りに傾いている。

【2ト レンチ】

計画地南西端に東西軸で設定した。

耕作土直下で薄い整地層が 2層認められる。 トレンチ西端部で整地層直下から切 り込む溝状遺構を 2

箇所で検出した。西側の SD01は、幅 1.lm、 深さ 0。 33mを測る。東側の SD02は、幅 0。 5m、 深 さ 0.14m

の小規模なものである。いずれの溝状遺構 ともに遺物の包含は認められない。各溝状遺構は、並行で南

北軸からは反時計回りに傾いてお り、現況地割に沿つていることから条里制施行以降のものであると考

えられる。

【3ト レンチ】

2ト レンチの北側で、2ト レンチと並行するように東西軸で設定した。

トレンチ西端付近で 2条の並行する溝状遺構と土坑 1基を検出した。東側の SD01は、幅 1.25mを測

る。上面の検出で掘削を終えたため深さは不明である。2ト レンチの SD01につながるものと思われる。

西側の SD02は、幅 1.6mを測る。SD01と 同様に上面検出で掘削を終えたため、深さは不明である。

′ヽ′

＼

第 3図 トレンチ配置図

 ヽ        25m
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埋土からは、土師質土器片が出土している。SK01に ついては、広がりの確認ができていないことから

詳細は不明である。

【4ト レンチ】

対象地西面に南北軸で設定した。

耕作土直下には、他の トレンチで見られるような整地層が確認できなかつた。 トレンチ南端で溝状遺
構を検出した。幅 0.5m、 深さ0.1血 を測り、遺物は包含しない。主軸は南北軸から時計回りにかなり傾

くが、4ト レンチの遺構から連続する遺構が対象地内では確認できていないことから詳細は不明である
・
。

【5ト レンチ】

4ト レンチの北側に南北軸で設定した。

耕作土直下で薄く整地層が確認できる。南半分で溝状遺構 2条を検出した。SD01は、幅 0.15m、 深

さ 0.05m程で整地層を検出面とする。土師質土器片が出土するが細片であるため詳細は不明である。
SD01を検出した下層を検出面とする SD02は 、幅 2.7mを測る。深さは途中で掘削を終えたため不明
であるが、0.5m以上を測るものと推測できる。SD01は、現在の地割に沿うことから条里制施行以降の

比較的新しいものと考えられるが、SD02はかなり斜行し、現在の地形に即さないことから条里制施行
以前のものと考えることができる。

トレンチの中央部から北端部にかけて 9基の土坑を検出した。それぞれの規模は統一性が無いことと

調査面積が狭小であるため、住居などの柱穴となるかどうかは不明である。

しかし、北端の SK01は大きめの礫が埋め込まれていることから根石を持つ柱穴である可能性が高い。
SK01、 SK05、 SK06か らは土師質土器片、SK09か らは土師質土器片、土師器片、須恵器片が出土して
いる。

【6ト レンチ】

3ト レンチの北部に南北軸で設定した。

トレンチ北部付近で溝状遺構 3条、土坑 1基を確認した。耕作土と遺構面の間には、薄く整地層が確

認できる。整地層からは土師質土器片が出土するが細片であるため詳細は不明である。SD01と SD02
は小規模な溝状の落ちで、接続しており切り合いは認められない。SD02か ら土師質土器片が出土する
が細片であり詳細は不明である。SD03も 小規模な溝状の落ちである。埋土からは土師質土器片が出土
している。SK01は、 トレンチ内では展開する状況が確認できず詳細は不明である。
【7ト レンチ】

6ト レンチの北側に東西軸で設定した。

トレンチ東半部で トレンチに斜交する溝状遺構 (SD01)、 トレンチ西端部で トレンチに対して直交す
る溝状遺構 (SD02)を検出した。SD01は、天幅 2m程を測る。掘り下げていないことから深さは不明
である。軸方向から5ト レンチの SD02につながるものと考えられる。検出面付近の埋土から土師質土

器片が出土している。SD02は、幅 1.3m、 深さ0.5mを測る。埋土からは土師質土器片が出土している。
軸方向は現況地割りに沿つており、3ト レンチの SD02につながるものと考えられる。このことから条
里制施行以降のものと考えられる。
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√     淋 l籍 朧 t蝸 +劉 ¨ 嚇 願 呻 m詢

5

5ト レンチ東壁
1 耕作土
2 床土
3 25Y6/2灰責色～5/2暗 灰責色+25Y6/6明 費褐色
粘質極細砂やや粘質強い混 (Mn含 む)
4 25Y6/2灰 費色～5/2暗 灰責色粘質極細砂
(Mn少 量含む)

5 25Y5/2暗灰費色～5/3責 褐色粘質極細砂
+25Y6/6明 黄褐色粘質極細砂やや粘質強い混
(Mn含 む)

第Ⅱ章 川西町北字七条地区試掘調査

東 壁 ls 4ト レンチ東壁耕作
1 耕作土

９ｍ

ｌ
ｌ

N

5ト レンチ

S

625Y6/2灰 責色+5/6責褐色粘質極細砂混
725Y4/3～ 4/4オ リープ褐色シルト質細砂
825Y6/2灰 賞色+5/6責褐色粘質極細砂混
925Y6/2灰 賞色～7/3浅責色+25Y6/6明 費褐色粘質極細砂混
1025Y5/2暗灰責色粘質極細砂 (Mn含 む)
1125Y7/1灰 白色～7/2灰 責色+25Y7/6明 黄褐色粘質極細砂混 (Mn含 む)

主馳ツ上  上サ主
5ト レンチ 2 L-15m   5ト レンチ  L=-15m

5ト レンチSK01
1 25Y6/1責灰色～7/1灰 白色 +25Y6/1責 灰色～
7/1灰 白色 +25Y6/6明 責褐色粘質微砂混 (Mn少 量含む)
2 25Y7/1灰 白色～7/2灰 黄色 +25Y7/6明 責褐色粘質極細砂混
(Mn多 く含む)

⊥ V主
5ト レンチ  し~15m

5ト レンチSK05
1 25Y5/1責灰色+7/6明責褐色粘質微砂混
(Mn・ 炭・員殻片含む)

2 25Y7/1灰 白色～7/2灰 責色+
25Y7/6明賞褐色粘質極細砂 (Mn多 く含む)

SK06

5「)ラチ平
SK09

s   N WS
L-15m  5ト レンチ   3  し_15m

5ト レンチSK09
1 25Y5/2暗灰責色粘質極細砂
2 25Y5/2～ 4/2暗灰貴色粘質極細砂 +3層 ブロック状混
3 25Y7/1灰 白色～7/2灰責色 +25Y7/6明 費褐色粘質
極細砂混 (Mn多 く含む)

東 壁

３ｍ

‐

5ト レンチSK03
1 25Y5/1責灰色粘質極細砂
2 25Y7/1灰 白色～7/2灰 費色+25Y7/6明 貴掲色粘質
極細砂混 (Mn多 く含む)

北 壁

5ト レンチSK06
1 25Y6/2灰黄色～5/2暗灰責色粘質極細砂+4層 ブロック状混
2 25Y4/2暗 灰責色～4/3オ リープ褐色粘質極細砂
3 25Y4/3オ リープ掲色粘質極細砂+4層 プロック状混 (炭含む)
4 25Y7/1灰 白色～7/2灰黄色+25Y7/6明 責褐色粘質極細砂混 (Mn多 く含む)
5 25Y7/1灰 白色～6/1費 灰色粘質土

Jヒ  E壁

E

17
7ト レンチSD01Jヒ 壁
1耕作土
2撹乱
3床土
425Y7/2灰 責色～5/2暗灰費色+25Y6/6明 費褐色粘質極細砂混
(Mn含 む)
525Y5/1責 灰色～6/6明 責褐色粘質細砂 (Mn含む)
625Y5/2暗 灰責色+10YR4/4掲 色粘質細砂まばら混
725Y5/2暗 灰賞色+10YR4/4褐 色粘質細砂砂質強い
825Y5/2暗 灰費色～5/3責褐色シルト質細砂
925Y6/2灰 責色～6/6明 責褐色シルト質細砂 (Mn含 む)
1025Y6/2灰責色粘質極細砂 (Mn少量含む)
1125Y6/2灰賞色～6/6明 費褐色粘質細砂+17層 プロック状混
1225Y5/2暗灰責色～5/3黄 褐色シルト質細砂
1325Y6/2灰費色～6/6明 責褐色粘質極細砂
1425Y6/2灰責色粘質極細砂+17層プロック状混 (MЪ 少量含む)
15 10YR5/1褐 灰色+25Y6/6明 責褐色粘質細砂粘質強い混
16.10YR6/2灰 賞色+25Y6/6明 費褐色粘質細砂粘質強い混      .
1725Y7/1灰 白色～7/2灰責色+25Y7/6明費褐色粘質極細砂混 (Mn合 む)

13            14m

(S=1:40)

トレンチ遺構断面図

6↓運墓嚢≦墓⊇Lキ
6ト レンチ東壁
1 耕作土
2 25Y7/2灰 貴色～7/6明 責褐色粘質極細砂
3 25Y5/6責 掲色～7/2灰責色粘質極細砂
4 25Y6/2灰 責色粘質極細砂 (Mn含 む)
5 25Y7/2～ 6/2灰黄色粘質極細砂 +7層 ブロック状混
6 25Y6/2灰 賞色粘質極細砂 (Mn含 む)
7 25Y7/1灰 自色～7/2灰 貴色 +25Y7/6明 黄褐色粘質極細砂混 (Mn含 む)

7ト レンチ北壁
1 耕作土
2 床土
3 25Y5/2暗 灰費色粘質極細砂 (Mn含む)
4 2.5Y7/2灰責色～7/6明 貴褐色粘質細砂 (Mn含む)

第 5図 4～ フトレンチ断面図・5
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第Ⅱ章 川西町北字七条地区試掘調査

第 表 トレンチ概要総括表

ヱ
2

0                 10cm

(S=1:4)

第 6図 出土遺物実測図

4。 まとめ

今回の調査で、対象地のほぼ全域で溝状遺構、土坑などの遺構を確認することができた。溝は、現在

の地形に即 した南北軸のものとそれに斜交するものに分けられることから、時期差があるものと考えら

れる。時期差の材料としては、斜交するものは条里制施行以前、現在の地割 りに即するものは条里制施

行以降のものと考えられる。

遺構検出面の上層に包含層などが厚く重なる状況ではなくほぼ同一面で全ての遺構が検出されるこ

とや遺物の出土量が少ないことや出土遺物が小片であることから時期の特定に至らないが、全ての遺構

が古代から中世にかけてのものに区分されるものと思われる。

また、確認 された土坑は、ほとんどが対象地の北西部に集中していることや付近の地形から西に寄る

ほどレベルが上がっていることなどから、西方に寄るほど、より安定した立地となつていることが推測

される。

これらのことから、対象地については、比較的まとまつた遺構が残存 していることが推測できる。 ト
レンチ範囲での確認 となり不明な部分も多く残されるが、対象地のほぼ全域において埋蔵文化財包蔵地

としての取 り扱いをし、適切な保護措置の必要があると判断された。

第 2表 出土遺物観察表

-9-

トレンチ名 延長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 1。 1ln× 15。 Om 古代～中世 溝 3条
土師器片、須恵器片、瓦器片、磁器

片、陶器片

2ト レンチ 0。 9m× 11.4m 不 明 溝 2条 無 し

3ト レンチ 1.Om× 15.Om 古代～中世 溝 2条・土坑 1基 土師質土器片

4ト レンチ 1.Om× 15,lm 不 明 溝 1条 無 し

5ト レンチ 1.Om× 12.6m 古代～中世 溝 2条・土坑 9基 土師質土器片、土師器片、須恵器片

6ト レンチ 1.Om× 16.5m 古代～中世 溝 2条・土坑 3基 土師質土器片

7ト レンチ 1.Om× 14.5m 古代～中世 溝 2条 土師質土器片、土師器片

聰 種類 器 種 トレンチ名
遺構名
・層位

胎 土
法 量 色 調 調 整

残存量
口径 器 高 底 径 外 内 外 内

1 土師器 小 皿 5ト レンチ SK09 播:黒 。赤色粒子少 (10.8) :.5Y8/2灰 白色 5Y8/2灰 自色 ナ デ ナ デ 口縁部 1/8

土師器 小 皿 7ト レンチ SD02
播:赤色粒子多。

「
F少

;Y6/6 橙 色 ヘ

OYR5/1褐灰佳
,Y6/6 橙 色 ヘ

[OYR5/1褐 灰を
ナ デ ナ デ 底部小片



第Ⅱ章 川西町北字七条地区試掘調査

計画地全景 :南西から 重機による掘削作業風景

1トレンチ全景 :西から 1トレンチ SD01検出状況

1トレンチ SD02検出状況 1トレンチ SD03検出状況

1トレンチ SD02完堀

図版 1,‖西町北字七条地区試掘調査(1)

1トレンチ SD01完掘
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第Ⅱ章 川西町北字七条地区試掘調査

3トレンチ溝遺構検出状況           3ト レンチ溝遺構検出状況

図版 2り |1西町北字七条地区試掘調査(2)

1トレンチ SD03完掘 1トレンチの溝が連続する状況

2トレンチ全景 2トレンチ溝遺構検出状況

2トレンチ溝遺構完掘 3トレンチ全景 :東から



第Ⅱ章 川西町北字七条地区試掘調査

4トレンチ全景 :南から 4トレンチ SD01検出状況

4トレンチ SD01完掘 5トレンチ全景 :南から

5トレンチ SD02検出状況 5トレンチ SK01検出状況

5トレンチSK01完掘              5ト レンチ土坑群検出状況

図版 3り :1西町北字七条地区試掘調査(3)
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第Ⅱ章 川西町北字七条地区試掘調査

5トレンチ土坑群確認状況 6トレンチ SD群検出状況

7トレンチ SD01検出状況 フトレンチ SD02検出状況

図版 4り |1西町北字七条地区試掘調査(4)
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第Ⅲ章 蔵ノ内遺跡発掘調査

第Ⅲ章 蔵ノ内遺跡発掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

丸亀市綾歌町富熊字蔵ノ内

平成 21年 5月 20日 ～9月

1,427ぽ (調査対象地面積

2445‐ 1、  2445‐ 2、  2446‐ 1

8日 (任意立会 :5月 18日 ～5月

2,195Ⅱ〔)

19 日)

1.立地と環境

対象地は、丸亀平野東端部付近で油山池の西側

の微高地西側縁辺部に位置する。微高地は、東の

丘陵地帯から下つてきた緩やかな勾配の部分で唯

一段丘状に安定 している。西側は平野部へ向けて

急激に下る。北方へは緩やかに下つてお り、正八

幡神社の鎮座する丘陵手前で平野部と同一化する。

この微高地上には、昨年度の調査によつて『蔵

ノ内遺跡 (弥生 。古代 。中世 :集落跡)』 の所在す

ることが明らかになつている。また、『塔寺遺跡 (包

含地)』 や『鵜川荒神 (包含地)』 力`所在するが詳

細は明らかでない。東の丘陵中には、『富熊 6号
墳 (古墳 :古墳)』 や『油山池北土堤古墳 (古墳 :

古墳)』、『蔵ノ内油山池丘陵古墳 (古墳 :古墳)』

などが所在する。段丘を東に下つた平野には、特

に遺跡の所在が確認されていない。

これらのことから検討すると、古墳を築造した

権力者や基盤集落は、この段丘上を拠点としていたこ

第 7図 対象地位置図

とが容易に想像できる。

2.調査に至る経緯 と調査の経過
宅地分譲建設計画に伴い、平成 21年 2月 2日 付けで埋蔵文化財の所在の及びその取 り扱いについて
の照会文書が提出された。

近隣地では、既に『蔵ノ内遺跡』の所在が確認されており、対象地においても遺跡の所在が想像され

た。本来であれば、即座に調査体制を整えて試掘調査を実施することが適当であつたが、諸般の事情に

より、速やかな調査が実施できなかつた。

事業者等との協議の結果、造成工事に併せて任意立会として担当者が立ち会うこととした。工事は、

平成 21年 5月 18日 に開始した。その結果、工事の早い段階で竪穴住居跡や方形の柱穴痕跡を確認する
ことができた。

これにより、平成 21年 5月 20日 付けにて文化財保護法第 96条第 1項の規定による書類 (遺跡発見
の届出について)が提出された。発見された遺跡は、『蔵ノ内遺跡』として既に登録されているものに追
加して登録された。

丸亀市教育委員会では、事業者が零細企業であったことから、体制を整え丸亀市による発掘調査を実
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第Ⅲ章 蔵ノ内遺跡発掘調査

施することとした。調査は、平成 21年 5月 20日 より開始 し、8月 9日 に終了した。

調査は、工事と両立を図るため、1～ 4の調査区を設けて進めた。更に、調査の効率化を図るため、対

象地全体に一辺 5mの グリッドを設定し、グリッド単位で調査を終了させていつた。

第 8図 調査区位置図

3.調査の概要

調査は、対象地の内、西面の平野部に下る急傾斜地及び北東部の盛土によつて遺跡が保護されること

の明らかになつた範囲を除いた 1,427ぽを対象に行つた。大まかな遺構面検出作業は、重機掘削によつ

て行つたが、遺構面検出後の精査、掘削等については全て人力によつて実施した。

各調査区では、偏りもあるが多くの遺構、遺物を検出することができた。ここで調査区毎の概要を記

す。

【1区】

北西隅で溝状遺構を検出する。主軸は北東から南西となつており、現況の地形とは斜交する。また、

中央付近では、竪穴住居を検出するが、東の一部のみ残存しており中央から西部は残存していない。竪

穴住居の東側には、薄く溝状遺構が確認できるが、残存状況が良好でなく途切れている。

【2区】

南端の 3区 と接する付近で方形の柱穴痕跡を確認した。付近で他の遺構は認められない。中央部付近

では、現在の地形に沿う軸を持つ溝状遺構が 2条確認できる。2条の溝状遺構は並行するが西のものは

残存状況が良くない。北半部では、土坑状落ち 5基が直線状に等間隔で並んでいる。横への広がりが認

められないことから柵列 (SA01)と 考えられる。
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第Ⅲ章 蔵ノ内遺跡発掘調査

その他多くの土坑状落ちを検出しているが、整理作業が完了してお らず詳細については不
'明
である。

【3区】

南端で方形の柱穴痕跡が多く検出される。検出されたのは、本来の掘立柱建物の北端部であり、南部

は南の市道により消失 していることから詳細は不明である。また、柱穴痕跡同士の切 り合いが認められ

ることから、複数の掘立柱建物が重なつていると考えられる。方形ピット群の北側に小土坑が多く検出

されているが、規則性が認められず詳細は不明である。

中央の西半部では土坑状落ちが検出されてお り、1間 ×2間の掘立柱建物 2棟の所在が予想 されるが、

整理作業が完了していないことから未確定である。

北部では多くの土坑状落ちを検出している。その中で調査中に確認できたものとして、東西 2間 、南

北 5間以上の掘立柱建物 (SB01)力 あ`る。SB01の位置及びその東西にはベース面が黒色の粘質土層と

なつてお り、調査の結果、径 15m前後を測る池状の落ちであることがわかつた。池状の落ちには南方及

び西方に溝状遺構が接続 している。地形上、段丘縁辺部に位置することから貯水用のものと思われるが、

北方及び東方の状況が調査区域から外れていることや整理作業が完了していないことから詳細について

は不明である。

その他、かなり焼けた礫の集積する大型土坑や大小の上坑が多く検出されているが、整理作業が完了

していないことにより詳細な情報は把握できていない。

東部には、南北軸の溝状遺構 と土坑状落ちが多く検出されているが整理作業が完了しておらず詳細に

ついては不明である。

南部には谷状の地形があり、弥生土器を多量に包含する土で埋まつていた。このことから検討すると、

弥生時代の遺構密度はかなり濃いものであつたことが予想 される。

【4区】

工事の対象地と東に隣接する土地との境界のコンクリー ト壁を建設することから、若干区域からはみ

出すのでその部分を 4区 として調査を実施 した。

結果、東西軸の複数の溝状遺構が西側の南北軸の溝状遺構に接続 して南に延びる状況が確認 された。

併せて土坑状落ちも多く検出されたが、詳細については不明である。

調査では、多くの遺物も出上している。整理作業が完了していないが、その一部についてのみ報告す

る。1は、 1区北端で検出した溝から出土した須恵器甕の口縁部である。日縁は直線的にやや上方に短

く延びる。外面にはタタキが見られ、口縁端部ではタタキのあとナデ調整 されている。内面は回転ナデ、

指ナデの調整が見られる。2は、 1と 同じく、溝から出土した須恵器甕の口縁部である。体部外面には
タタキが見られ、内面には指ナデの調整が見られる。3は、 3区土坑から出土した土師質土器土鍋の口

縁部である。口縁端部は、玉縁状に膨 らみ、内外面ともに煤が付着 している。4は、 3区溝から出土し
た弥生土器の器台である。外上方に直線的に延びる口縁部は上下に拡張し、端部には 3列に並んだ円形

の刺突文が見られ、外面には鋸歯文が見られる。5は、 3区北側に広がる黒色土層から出上した須恵器
甕の口縁部である。6は、 3区黒色土層から出土した土師器の小皿である。口径 10.l cm、 器高 2.8 cm、

底径 7.4 cmを 測る。回転ナデ調整 され、底部はヘラ切 りである。7は、 3区土坑より出土した土師器の

小皿である。8は、 7と 同じ土坑より出土した土師器の小皿である。9は、 7、 8と 同じ土坑から出土
した黒色土器椀の底部である。内面にはヘラミガキの調整がわずかに見られ、外面、高台ともにナデ調

整が見られる。 10は、 3区土坑より出土した須恵器杯身の高台付き底部である。11は 、 3区より出土

した土師器椀である。回転ナデ調整で成形され、底部はヘラ切 りの平高台である。12は、 3区土坑より
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房亦   7

ヲ 硯

蛯

２

0                                  20cm

(S=1:4)

1、 2 1区出土
3～26 3区出土

第 10図 出土遺物実測図
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第Ⅲ章 蔵ノ内遺跡発掘調査

出土した弥生土器の底部である。 13は 、 3区より出土した弥生土器の底部である。14は、 3区黒色土

層から出土した弥生土器の壺である。少 し外湾気味に立ち上がる口縁部である。頸部には 4条の凹線文
が見られ、現状では、 2条の凹線文上に突帯文が貼 り付けられているが、剥離の痕から4条 ともに貼 り

付けされていたものと思われる。内面にも貼 り付け突帯文が見られる。外面には縦方向のハケ調整がみ

られる。15は、3区黒色土層から出土した弥生土器壺の口縁端部である。 3条の凹線文が見られる。16

は、 3区黒色土層から出土した弥生土器甕である。短く「く」の字状に外反する口縁部であり、端部は

下方に拡張している。内面にはハケ調整、指オサエが見られる。17は、 3区黒色土層から出土した弥生

土器壺の口縁部である。粘土帯及び 2条の爪形文が見られる。18は、3区黒色土層から出土した弥生土

器の甕蓋である。復元天丼部径 4.8 cm、 器高 9.7 cmを 測 り、緩やかに開く体部を有する。体部には、 4

方向の穿孔が見られる。摩滅のため調整は不明である。19は、3区黒色土層から出土した弥生土器の甕

である。20は、3区黒色土層から出土した弥生土器の高杯の外部片である。杯部はやや内湾気味に立ち

上がり短く外湾 して口縁部に至る。口縁端部は内外にやや拡張している。外面には円形の刺突文が施さ

れている。21は、3区黒色土層から出土した弥生土器の高杯の外部である。20同様の形態を有するが、

屈曲部分が滑らかで、突帯状になる。 lヶ 所の穿孔が見られる。摩滅により調整は不明である。22は、
3区黒色土層から出土した弥生土器の高杯の脚部である。摩滅により調整は不明であるが、杯部との接

合面からみて、円盤充填と考えられる。23は、3区黒色土層から出土した弥生土器の高杯の脚部である。
24は、 3区黒色土層から出土した流紋岩製の石包丁である。25は 、 3区黒色土層から出上した石包丁
である。26は、 3区黒色土層から出上 したサヌカイ ト製の石鏃である。

4.ま とめ
今回の調査で、対象地内における遺構の配置状況を確認することができた。対象地の内、南西部につ

いては遺構密度が薄いが、その他の範囲については比較的多くの遺構が残存 している。特に、北部の遺

構密度が濃いことが判明した。検出された遺構の大半は、弥生時代に属するものと考えられるが、2区、
3区の南端で検出した方形の柱穴群及び 3区北部の大型掘立柱建物は古代から中世に属すると考えられ

る。

また、3区南部の谷状に窪んだ地形に堆積する包含層には、多量の弥生土器片が包含されていたこと
からも弥生時代には特に盛んな生活が営まれていたことが推定される。

※ 今回の報告では、調査後の整理作業が進んでいないことから、概略のみとなるが、整理作業終了
後に蔵ノ内遺跡発掘調査報告書として本報告をする予定である。
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重機掘削作業風景 人力作業風景

1区 竪穴住居跡

3区 全景 :東から

図版 5蔵ノ内遺跡発掘調査 (1)

3区 柵列跡

3区 方形柱穴群 3区 掘立柱建物跡

3区 集石遺構
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図版 6蔵ノ内遺跡発掘調査(2)
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13

図版 7蔵ノ内遺跡発掘調査(3)

14

-23-



第Ⅲ章 蔵ノ内遺跡発掘調査

図版 8蔵ノ内遺跡発掘調査(4)
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図版 9蔵ノ内遺跡発掘調査(5)
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第Ⅳ章 中津町字兵庫地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

第Ⅳ章 中津町字兵庫地区試掘調査

丸亀市中津町字兵庫 709‐ 1

平成 21年 7月 27日

約 38ぽ (調査対象地面積  1,196ポ )

1.立地と環境

対象地は、丸亀平野中央よりやや西寄り、金倉川左

岸の河口近くに位置する。また、肥沃な沖積平野であ

り古代以降に整備された条里制施行による地割が現在

においても良好に残存している。

周辺の埋蔵文化財包蔵状況は、工事計画地の南西に

接する区域で『 中津兵庫遺跡(弥生 。古墳 :集落跡)』

の所在が近年の調査で発見されている。また、近接地

には、『南鴨遺跡(弥生・古墳 :包含地)』 や金倉川を挟

んだ東側には『道下遺跡(弥生～近世 :包含地)』、『中の

池遺跡(弥生 :集落跡)』 など、弥生時代を中心とした

遺跡が比較的多いことが知られている。金倉川左岸域

に限定すると、中津兵庫遺跡より北方域には周知の埋

蔵文化財は現在までに登録されているものは無い。

2.調査に至る経緯と調査の経過
駐車場建設事業に伴い、対象地内における埋蔵文化

財の所在の有無及びその取り扱いについての照会文書が平成 21年 6月 26日 付けで提出された。

対象地西側に隣接する工場敷地内は、平成 19年度に行われた試掘調査によつて、南北方向に流れる
大型の溝状遺構を検出し、『中津兵庫遺跡』として周知の埋蔵文化財包蔵地に登録されている。

中津兵庫遺跡の溝状遺構は、今回の対象地に向かつて延びていることから、対象地内にも同様の遺構

が存在する可能性が高かつた。適切な埋蔵文化財の保護を図るため、事前に試掘調査を行うこととなつ

た。

調査の結果、『中津兵庫遺跡』から延長する溝状遺構が 1条検出された。溝状遺構の検出された範囲

及びその周辺は、既に登録されている『中津兵庫遺跡』同様の保護措置が必要であると考えられたが、

遺構の確認できなかつた区域については、今後の保護措置は不要であるとの判断をし、平成 21年 10月

30日 付けで香川県教育委員会に対して調査結果の報告をすると共に今後の取り扱いについての協議を

申し出た。その結果、平成 21年 11月 4日 付けにて中津兵庫遺跡として範囲を変更して登録されること

となつた。

3.調査の概要
調査は、 トレンチ調査とし、対象地内に 4箇所の トレンチを設定した。掘削は、重機で行なつた後人

第 11図 対象地位置図
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第Ⅳ章 中津町字兵庫地区試掘調査

第 12図 トレンチ配置図

力により精査を行つた。

以下、 トレンチ毎に概要を報告する。
【1ト レンチ】

対象地西端において、南北軸に長さ約 18.5mの トレンチを設定した。

平成 19年度の調査で検出 した大型の溝状遺構の延長 と考えられる溝状遺構 (SD01)が 、 トレンチを

斜交するように延びていることが確認できた。幅約 4.5m、 深 さ約 0.7mを測 り、工場敷地内の溝状遺構

と同様の規模 といえる。SD01か らは、須恵器片、土師質土器が出土 した。

【2ト レンチ】

対象地東端において、南北軸に長さ3.5mの トレンチを設定した。

耕作土直下で床土が見られるが、その直下からは土層が水平堆積となつており、観察結果から旧流路

域であったものと推測できる。遺構の検出はなかつたが、トレンチの北側と南側では撹乱を受けている。

撹乱土からは、近世陶磁器が出土している。

【3ト レンチ】

2ト レンチの南側に同じく長さ3.5mの トレンチを南北軸に設定した。
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トレンチ東半分は、撹乱の影響がひどく、詳細については不明であつたが、西側において小規模な溝

状遺構を検出した。幅 0.5m、 深さ0.3mを測る。出土遺物は認められなかつた。遺構面が耕作土直下か

ら始まることから、近世以降と考えられる。

【4ト レンチ】

調査地中央部分の南端に、長さ6mの トレンチを東西軸に設定した。
耕作土直下に整地造成土が 0.3mの厚さで堆積しており、その下から当時の地山面と考えられる層が

見られたので、重機による掘削を中止した。遺構 。遺物共に認められなかつた。

第 13図 埋蔵文化財包蔵地範囲

トレンチ名 延長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 1.1ln× 18.4m 不明 溝 1条 須恵器、土師質土器

2ト レンチ 1.2m× 3.5m 不明 な し 近世陶磁器

3ト レンチ 2.Om× 3.5m 近世以降 溝 1条 な し

4ト レンチ 1.2m× 6.Om 不 明 な し な し

第 3表 トレンチ概要総括表
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4.ま とめ

調査の結果、1ト レンチで検出した溝状遺構は、中津兵庫遺跡から延長する溝であることが判つた。

これらの溝は、ほぼ真北方向に流れてお り、現状の地形にも即していないことから条里制施行以前の

時代に属するものと考えられる。

3ト レンチの小規模な溝状遺構も近世以降のものと思われる。

1ト レンチで発見した SD01の展開する範囲及びその周辺区域は、中津兵庫遺跡から延長する溝であ
り中津兵庫遺跡 として範囲を変更し、周知の埋蔵文化財包蔵地として今後の保護措置が必要であると考

えられる。今回の調査で遺構等の検出されなかつた区域については、今後の保護措置は不要である。

中津兵庫遺跡の新 しい区域については、平成 21年 10月 30日 付けで香川県教育委員会に協議を申し

出た結果、新たに範囲を追加 して登録 された。

今後は、新 しい区域を対象として埋蔵文化財保護に努めたい。
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計画地全景 :南から 重機による掘肖1作業風景

1トレンチ 溝跡検出(中央の黒い箇所) 1トレンチ 溝跡土層断面

2トレンチ全景 2トレンチ土層断面

3トレンチ 西側溝跡土層断面

図版 10中津町字兵庫地区試掘調査 (1)

3トレンチ全景
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4トレンチ全景 4トレンチ土層断面

図版 11中津町字兵庫地区試掘調査(2)
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第V章 川西町南字中方地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

第V章 川西町南字中方地区試掘調査

丸亀市川西町南字中方 1036‐ 1、 1038‐ 1

平成 21年 10月 13日

約 73ぽ (調査対象地面積 1,680ぽ )

1.立地と環境
対象地は、丸亀平野中央より少し奥まったところか

らやや東寄りの土器川左岸約 200mに位置する。対象

地の東側は、土器川の氾濫域であったことが地形図よ

り読み取れる。

この付近では、ほとんど埋蔵文化財の調査を行つた

経緯が無く、埋蔵文化財の包蔵状況は不明であるが、

条里地割内の安定した土地にあり、古くから開発が進

んでいた可能性がある。

少し離れると、北側の高松自動車道敷地において『り‖

西北七条 I遺跡(中世～近世 :包含地)』、『り|1西北七条Ⅱ

遺跡(中世～近世 :包含地)』、『り|1西北鍛冶屋遺跡(中世～

近世 :包含地)』 が所在している。これらの遺跡が分布

している範囲の北側には、『九頭神双子山遺跡(古墳 :

包含地)』、『九頭神菱池遺跡(古墳 :包含地)』 などの多

くの遺跡が分布している。
第 15図 対象地位置図

2.調査に至る経緯と調査の経過
共同住宅建設用地開発に伴い、対象地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて

の文書が平成 21年 7月 27日 付けで提出された。

近隣では、これまでに埋蔵文化財に関する調査事例が無く、遺跡の分布状況は不明であつた。しかし、

土器川左岸域の比較的安定した区域であつたことが条里制地割の良好な残存状況から読み取ることがで

きる。

対象地で試掘調査を実施することにより、未調査地の情報を得ることができ、より正確な遣跡地図を

整備するという目的を達することができ、調査を行う意義は大きく試掘調査を行つた。

市教育委員会では、調査体制を整え、平成 21年 10月 13日 に調査に着手した。後述するが、遺構等
の検出は見られたものの非常に希薄であり、調査に多くの時間を費やすことが有効であるとは考えられ

ない内容であったため、調査は一日で終了した。

調査結果については、平成 21年 10月 26日 付けで香川県教育委員会に提出し、今後の包蔵地として
の取り扱い方について協議を申し出てlヽ 6ンチメ02         0      10Cm
市教育委員会としては、遺構等が検出できるものの希薄で地域の埋蔵史tttpνノ包蔵状況の解明に結び

つくものではなかつたため、今後の保護措置は不要と考えている。
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3.調査の概要
調査は、 トレンチ調査とし、対象地内に 3箇所の トレンチを設定 した。掘削は重機で行い、人力によ
り精査を行つた。

以下、 トレンチ毎に概要を報告する。
【1ト レンチ】

調査地南部に東西軸で設定した。

耕作土直下には自灰～灰黄色の細砂層が見られるが、整地による盛土と考えられる。20 cm前後の厚み

を測る。

整地層の下部では溝状遺構や土坑状落ちを伴う面を検出したことから、遺構面と判断した。検出した

遺構は、 トレンチ中央付近及び西端付近に直交する溝状遺構それぞれ 1条ずつと東半部で土坑状落ち 2
基である。各遺構共に検出段階で掘削を終えたため、深さ及び遺物の包含状況については不明である。

SK01及び SK02は 、いずれも埋土に暗褐色系の粘質細砂を持つが浅い落ちへの堆積で遺構とならな

い可能性がある。SD01は、埋上に明灰色のシル ト質細砂を呈している。SD01の西側には、黒色 (暗褐

色)の層が広がる。底面等の状況からこの堆積層は溝状遺構ではなく低地への堆積痕跡と思われる。

【2ト レンチ】

2ト レンチの北側に並行するように、調査地中央部に東西軸で設定した。

土層序は、 1ト レンチと類似するが、整地層の厚さが 30 cm前後となることがわかる。 トレンチ中央
よりやや西寄りとトレンチ西端付近で トレンチに直交する溝状遺構 2条 (SD01、 SD02)を 検出した。
埋土が 1ト レンチの SD01、 SD02と 類似していることから、それぞれ 1ト レンチの溝状遺構と連続す

るものと考えられる。

SD01の東側で、1ト レンチで確認したものと同様の黒色 (暗褐色)堆積層が認められる。

【3ト レンチ】

調査地北部で 1・ 2ト レンチと並行になるよう、東西軸で設定した。

耕作土直下の整地土厚は 30 cmほ どであるが、1・ 2ト レンチを設定した圃地からは 20 cmほ ど低いた

め遺構面は 2ト レンチのものよりさらに 30 cmほ ど低くなる。3ト レンチではこの遺構面より更に 10 cm

ほど上の層で 1面の遺構面が認められる。下のものを第 1遺構面、上のものを第 2遺構面とする。

第 1遺構面では、 トレンチ中央よりやや西寄りとトレンチ西端部で トレンチに直交する溝状遺構
(SD01、 SD02)を検出した。埋土・配置状況から検討した結果、1ト レンチ及び 2ト レンチの SD01、

SD02にそれぞれ連続するものと考えられる。SD01の埋土には、微量の土師質土器片とサヌカイ ト片が

包含している。

また、 トレンチ東部で僅かに黒色 (暗褐色)堆積層が認められた。
第 2遺構面には、第 1遺構面の SD01の上部に溝状遺構 (SD03)が 検出された。 トレンチに対して
直交する。

トレンチ名 延長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 1.21n× 20.lm 不 明 溝 2条、土坑 2基 土師質土器片

2ト レンチ 1。 2m× 19.9m 不 明 溝 2条 な し

3ト レンチ 1。 2m× 20.8m 不 明 溝 3条 土師質土器片、サヌカイ ト片

第 4表 トレンチ概要総括表
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B.M.レ ベル基準
L=土 Om市道岸ノ上東西線

第 16図 トレンチ配置図

-35-



第V章 川西町南字中方地区試掘調査

W
1ト レンチ

壁 1  北 壁   |

1ト レンチ北壁 (6-8m)
1 25Y6/3に ぶい責色～5/4黄褐色粘質細砂
2 25Y4/1責 灰色～3/1黒 褐色細砂
3 25Y5/3黄 褐色～5/4責褐色粘質細砂

上 「
~π
丁 可  上

1ト レンチ     ‥ 肺

1ト レンチ北壁 (0-lm)
1 25Y6/3にぶい黄色～5/4貴褐色粘質細砂 (Mnゎずかに含む)
2 25Y5/3責 褐色～5/4責 褐色粘質細砂
3 25Y5/3黄 褐色+5/6粘質細砂やや粘質強い
4 25Y5/3黄 褐色粘質細砂 (φ 5cr「 10crnの河原石を多く含む)

(Mnわ ずかに含む)(整地土)

1ト レンチ

W

1ト レンチ南壁 (4-6m)
1 25Y6/3にぶい責色～5/4責褐色粘質細砂 (Mnゎ ずかに含む)(整地土)
2 25Y4/1責 灰色～3/1黒 褐色細砂
3 25Y5/3責 褐色～5/4責 褐色粘質細砂

北 壁

一一―一――――――=~~~~~~」 ?~_____~~
E

|

W
1ト レンチ

1ト レンチ北壁 (10-20m)
1 耕作土
2 25Y6/2灰 貴色～6/4に ぶい責色細砂やや粘質土 (旧 耕作土 ?整地土 ?)
3 25Y6/3に ぶい費色～5/4責 掲色粘質細砂 (Mnゎ ずかに含む)(整地土)
4 25Y4/2暗 灰黄色砂
5 25Y5/2～ 4/2暗灰責色粘質砂 (φ 5以下礫多く合む)

625Y5/2暗 灰責色～4/3オ リーブ褐色シルト質細砂
725Y5/6責 褐色+5/2暗灰責色細砂やや粘質 (炭少量含む)
825Y5/2暗 灰責色粘質細砂
925Y5/1費 灰色～5/6責 褐色粘質極細砂
1025Y7/2灰責色～6/1責 灰色細砂やや粘質土

(S=1:40)

第 17図 1 トレンチ断面図
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第V章 川西町南字中方地区試掘調査

4.ま とめ

調査の結果、対象地の旧地形は南から北に約 0.9%の勾配で下がることがわかつた。対象地の北部では

遺構面が 2面 となることも確認できた。これは、後世の開墾等で地形を平坦に整える際の影響によるも

のと考えられる。

第 1遺構面には、西半部に並行する 2条の溝状遺構が確認できた。これらの溝状遺構は、現在の地割

とほぼ合致しており、埋土が砂質土で構成され遺物を包含していないことから、集落に関するものでは

なく田畑等の農業生産施設に関するものと考えられる。現況が条里地割に対応することから、条里制施

行以降のものと考えられる。遺物の出土が乏しく、時期の特定には至らない。

第 1遺構面で SD01が切り合うように黒色(暗褐色)堆積層が対象地の対角線上に認められる。これは、

低地に堆積した層と考えられ、旧地形の傾斜方向を示すものと思われる。

第 2遺構面は、調査区の北部で確認された。確認できた遺構は、3ト レンチの SD03のみである。遺

物の包含も無く、詳細については把握することができなかつた。

今回の調査で、対象地内で条里制施行以降のものと考えられる溝状遺構を 2条、上層面で 1条の溝状

遺構を確認した。

条里制施行以降の溝状遺構は、遺物の包含も無く詳細については不明である。同一面で土坑状の落ち

も認められたが、遺構として取り扱うには内容が薄かつた。上層面で確認された溝状遺構についても、

遺物の包含が無く、周辺に集落等が所在することを裏付けるまでのデータを得ることはできなかつた。

調査の結果、調査地内については、遺構が認められるものの密度が薄いことや十分なデータを得られ

る状況になかつたことから、対象地についての埋蔵文化財の包蔵状況記録は、今回の調査により完了し、

今後の保護措置は不要であると考えられた。
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計画地全景 :北から

第V章 川西町南字中方地区試掘調査

尺況 :南から         1ト レンチ黒色 (暗褐色)堆積層西肩部 :南から
図版 12,‖西町南字中方地区試掘調査 (1)

重機による掘削作業風景

1トレンチ全景 :西から 1トレンチ SK010SK02検 出状況

1トレンチ SD01検出状況 :東から 1トレンチ SD01断面 :南から

1トレンチ SD02確認状況 :南から
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第V章 川西町南字中方地区試掘調査

2トレンチ全景 :西から 2トレンチ SD01検出状況 :南から

2トレンチSD02検 出状況 :北から 2トレンチ黒色 (暗褐色)堆積層確認状況 :南西から

3トレンチ SD01、 SD03切り合い確認状況 :南から

図版 13,‖西町南字中方地区試掘調査 (2)

3トレンチ全景 :東から

3トレンチ SD01・ SD03確認状況 :南から 3トレンチ SD01検出状況 :南から
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第V章 川西町南字中方地区試掘調査

3トレンチ SD02確認状況 :南から 埋め戻し作業風景

図版 14,‖西町南字中方地区試掘調査(3)
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第Ⅵ章 郡家町字地頭地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

第Ⅵ章 郡家町字地頭地区試掘調査

丸亀市郡家町字地頭 899

平成 21年 11月 26日

約 61ポ (調査対象地面積  1,004ぽ )

1.立地と環境
対象地は、土器川と金倉川の中間、沖積平野であ

る肥沃な丸亀平野の中央よりやや南寄り、宝瞳寺下

池のやや北部に位置する。

周辺の埋蔵文化財包蔵地の状況は、直近では調査

事例もなく、埋蔵文化財包蔵地は無い。少し離れる

と南の宝憧寺上池、宝憧寺下池、仁池の底には『宝

瞳寺跡(古代 :寺院)』 の所在が知られている。また、

北側の高松自動車道建設時には、敷地内において多

くの遺跡が見つかつている。更に、北東の領家地区

では『領家遺跡(古墳 :包含地)』 として広大な範囲

が遺跡包蔵地として登録されている。

また、付近は、条里制地割が広範囲に見られるが、

対象地付近に限定して見ると、やや乱れていること

から、低湿地等の開発に向かない地域であった可能

性も否定できない。

2.調査に至る経緯と調査の経過
対象地に計画された宅地分譲建設事業に伴い、平成 21年 10月 26日 付けで埋蔵文化財の所在の有無
及びその取 り扱いについての照会文書が提出された。

この付近は、条里制地割が比較的良好に残存 してお り、安定した土地で早くから開発が進められてい

たことが考えられた。 しかしながら、対象地を含めた直近の区域は条里地割の乱れがあることから、開

発等に向かないエリアであつた可能性も考えられた。付近での調査事例も乏 しく、市教育委員会では埋

蔵文化財の包蔵状況を示す資料を持ち得ていなかつたことから、試掘調査を実施することが適当である

とい う結論に至つた。対象地で試掘調査を実施することは、未調査地の情報を得ることができ、遺跡地

図の整備に役立つものであることからも試掘調査を実施する意義は大きい。

市教育委員会では、調査体制を整え平成 21年 11月 26日 に試掘調査に着手 した。後述するが、現地
における埋蔵文化財包蔵状況は、非常に希薄なものであり、長期間を費やす調査の実施が有効であると

考えられなかつたため、調査は一 日で終了した。

調査結果については、平成 22年 1月 29日 付けで香川県教育委員会に報告すると共に今後の埋蔵文化
財包蔵地としての取 り扱いについての協議を申し出た。現時点において回答は成されていないが、市教

育委員会としては今後の保護措置は不要であると考えている。

第 19図 対象地位置図
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第Ⅵ章 郡家町字地頭地区試掘調査

3.調査の概要
調査は、 トレンチ調査とし、対象地内に 4箇所の トレンチを設定した。掘削は重機で行い、人力に

より精査を行つた。

以下、 トレンチ毎に概要を報告する。
【1ト レンチ】

対象地中央東寄りに東西軸で設定した。

東端部で耕作土直下及び 1層 目からの溝状遺構を検出した。層位が変わつても位置的に変化しないこ

とや埋土に締まりがないことから近現代のものと考えられる。

耕作土直下には、約 15 cm厚の整地がなされており微量の土器片を包含する。その下層には暗褐色の

粘質土層が見られる。これには遺物の包含も認められず、観察状況から地山層と考えられる。

地山面は西に向けて緩やかに高くなり、 トレンチ西部で再度低くなる。高くなつた微高地状の安定地
では土坑 1基 (SK01)を 検出した。埋土から土師質土器片が出土するが詳細は不明である。トレンチ内で

これに対応する遺構は認められなかつた。

【2ト レンチ】

対象地中央北寄りに南北軸で設定した。

土層序は、1ト レンチと類似しているが、一部でベース層上に黒褐色砂質土の堆積が認められる。こ

の層からは、土師質土器片が比較的まとまつて出土するが下層面で遺構の検出は認められなかつた。

第 20図 トレンチ配置図
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1ト レンチ北壁 (15-16m)
1 耕作土
2 25Y5/2暗 灰責色 +5/6黄褐色細砂混 (土器含)
3 25Y6/3に ぶい責色 +5/6責褐色細砂混 (土器含)
4 25Y6/6明 費褐色～5/6黄褐色粘質細砂砂質強い (Mn含 )

W
1ト レンチ

N

2ト レンチ

東 壁

1ト レンチ南壁 (15.5-16.5m)
1 25Y5/2暗灰責色+5/6黄褐色細砂混
2 25Y6/3に ぶい責色+5/6責褐色細砂混
3 25Y5/6責 褐色粘質細砂粘質強い
4 25Y5/1責 灰色粘質細砂粘質強い (Mn多 含)
5 25Y5/1責 灰色粘質細砂+7層 少量混
6 25Y5/2暗 灰責色粘質細砂+7層少量混
7 25Y6/6明 黄褐色～5/6責褐色粘質細砂砂質強い (Mn含 )

北 壁 |

東 壁

2ト レンチ東壁 (8-9m)
1 25Y6/2灰責色～6/3に ぶい費色 +5/6責褐色
2 25Y3/1黒 褐色粘質細砂粘質強い
3 25Y3/2黒 褐色～3/3暗オリープ褐色粘質細砂粘質強い
4 25Y5/4～ 5/6責 褐色粘質細砂粘質強い

第 21図 1・ 2トレンチ断面図

第Ⅵ章 郡家町字地頭地区試掘調査

北 壁

1ト レンチ北壁 (0■ lm)
1耕作土                          __
225Y6/3に ぶい貴色～5/3賞 褐色細砂 (φ 5cln以 下礫混)
325Y5/2暗 灰黄色～5/4責 褐色粘質細砂砂質強い (φ 3cm以 下礫少fl混 )
425Y5/2～ 4/2暗灰責色極細砂
525Y5/2暗 灰黄色粘質細砂砂質強い (φ 10cm以 下礫多量混)
《2～ 5層撹乱》
625Y6/3に ぶい責色+5/6黄褐色細砂混 (土器含)
725Y6/1責 灰色+5/6責褐色粘質細砂砂質強い (土器含)
825Y4/1黄 灰色粘質細砂+
25Y6/1費灰色+5/6責褐色粘質細砂砂質強い混
925Y6/2灰 賞色極細砂
1025Y4/1費灰色～4/2暗灰責色粘質細砂
1125Y6/2灰貴色～6/3に ぶい責色細砂+5/6責褐色細砂混 (Mn含 )
1225Y3/2黒褐色+5/6責 IIB色粘質細砂混
1325Y4/2暗灰賞色粘質細砂砂質強い+5/6責褐色粘質細砂混
1425Y4/1暗灰責色+4/6オ リープ褐色粘質細砂

1ト レ ンチ 北 壁 (20-23m)
1 2.5Y5/2暗灰黄色+10YR5/6貴 褐色細砂混
2 25Y6/3に ぶい黄色+5/6賞褐色細砂混
3 25Y5/6粘 質細砂粘質強い
4 25Y4/1黄 灰色粘質細砂 (Mn多 含)
5 25Y5/2暗灰責色～5/6費褐色粘質細砂砂質強い (Mn含 )
6 25Y6/6明 費褐色～5/6責褐色粘質細砂砂質強い

| 北 壁

1ト レンチ北壁 (9-1lm)
1 耕作土
2 25Y5/2暗 灰黄色+5/6責褐色細砂混
3 25Y6/3に ぶい黄色+5/6責褐色細砂混
4 25Y3/2黒 褐色+5/6責褐色粘質細砂混
5 25Y6/6明 責褐色～5/6貴 褐色粘質細砂砂質強い

E      E
し95m lト レンチ

W
1ト レンチ

Ｅ
一鰤

1  北 壁    |      | 南 壁
|

W
1ト レンチ

Ｗ
一鰤

２。

‥
‐
‐
‐

Ｅ一鰤

如
――
‥―

Ｓ一鰤

2ト レンチ東壁 (0-4m)
1 25Y6/3にぶい責色 +5/6費褐色細砂
2 25Y6/2灰 責色～6/3にぶい責色 +5/6責褐色
3 25Y3/1黒 褐色粘質細砂粘質強い (土器含 )
4 25Y3/2黒 褐色～3/3暗オリープ褐色粘質細砂粘質強い
5 25Y5/4～ 5/6責 褐色粘質細砂粘質強い

2「)ラチ
[::三三
::三:::]島

(S=1:40)
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第Ⅵ章 郡家町字地頭地区試掘調査

|

N

3ト レンチ

東 壁

S

東 壁

3ト レンチ東壁 (5.5-6.5m)
1 耕作土
2 25Y6/2灰 責色+6/6明責褐色極細砂混
3 25Y4/2暗 灰貴色粘質細砂
4 25Y3/2黒 褐色粘質細砂粘質強い

Ｓ
一鰤

3ト レンチ東壁 (2-3m)
1 耕作土
2 25Y6/2灰 貴色 +6/6明責褐色極細砂混
3 25Y5/2暗 灰費色 +5/6黄褐色細砂混
4 25Y4/2暗 灰責色粘質細砂
5 25Y3/2黒 褐色粘質細砂粘質強い
6 25Y7/2灰 貴色～6/6明 責褐色粘質細砂

北 壁

N

3ト レンチ

B

4ト レンチ

W
4ト レンチ

ＦＬ一輌
4ト レンチ北壁 (1-7m)
1 25Y5/2粘質細砂
2 25Y3/2黒褐色～2/1黒 色粘質細砂 (φ lαm以下礫多含)
3 25Y4/2粘 質細砂 (φ l∝m以下礫多含)

SK02    sK03

4「θうチЧ蓼″
A′ B′

4ト レンチSK02・ 03
1 10YR3/1黒 褐色粘質細砂+3層少量混 (Mn多 含)
2 25Y4/1暗 灰責色粘質細砂 (φ 10～ 20crn礫 多含・Mn多含)
3 25Y7/2灰 白色～6/6明 責褐色粘質細砂

4ト レンチSK04
1 25Y5/2暗灰責色粘質細砂
2 10YR3/2黒褐色粘質細砂 lM n・ 土器含)
3 25Y4/2暗 灰賞色+10YR6/6明 責褐色粘質細砂
(φ 10crn以下礫多含)

(S=1:40)

第 22図 3・ 4トレンチ断面図・4トレンチ遺構断面図

SK04

トレンチ名 延長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 1.Om× 12.8m 不明 溝 2条、土坑 1基 須恵器片、土師質土器片

2ト レンチ 1.Om× 10.4m 不 明 な し 土師質土器片

3ト レンチ 1.Om× 6.9m 不 明 な し な し

4ト レンチ 1.0～2.7m× 15.Om 不 明 土坑 4基 土師質土器片

第 5表 トレンチ概要総括表
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第Ⅵ章 郡家町字地頭地区試掘調査

4.ま とめ

調査の結果、1ト レンチで検出した溝状遺構は、中津兵庫遺跡から延長する溝であることが判つた。

これ らの溝は、ほぼ真北方向に流れてお り、現状の地形にも即 していないことから条里制施行以前の

時代に属するものと考えられる。

3ト レンチの小規模な溝状遺構も近世以降のものと思われる。

1ト レンチで発見した SD01の展開する範囲及びその周辺区域は、中津兵庫遺跡から延長する溝であ

り中津兵庫遺跡 として範囲を変更 し、周知の埋蔵文化財包蔵地として今後の保護措置が必要であると考

えられる。今回の調査で遺構等の検出されなかつた区域については、今後の保護措置は不要である。

中津兵庫遺跡の新 しい区域については、平成 21年 10月 30日 付けで香川県教育委員会に協議を申し

出た結果、新たに範囲を追加 して登録 された。

今後は、新 しい区域を対象として埋蔵文化財保護に努めたい。
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第Ⅵ章 郡家町字地頭地区試掘調査

計画地全景 :東から 重機による掘削作業風景

1トレンチ全景 :西から 1トレンチ SK01検出状況 :南から

iトレンチ北壁土層(2～ Om) 1トレンチ北壁土層(11～ 9m)

1トレンチ北壁土層(16～ 15m)          1ト レンチ南壁土層(SK01)
図版 15郡家町字地頭地区試掘調査 (1)
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第Ⅵ章 郡家町字地頭地区試掘調査

3トレンチ東壁土層(5.5～6.5m)         4ト レンチ全景 :西から
図版 16郡家町字地頭地区試掘調査 (2)

1トレンチ北壁土層(22～ 20m) 2トレンチ全景 :南西から

2トレンチ東壁土層(0～ 4m) 2トレンチ東壁土層(8～ 9m)

3トレンチ全景 :北西から 3トレンチ東壁(2～ 3m)
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第Ⅵ章 郡家町字地頭地区試掘調査

4トレンチ北壁土層(7～ lm) 4トレンチ土坑群半裁

4トレンチ SK04完掘 4トレンチ土坑群近景 :北から

図版 17郡家町字地頭地区試掘調査 (3)
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【領家遺跡】



第Ⅶ章 領家遺跡確認調査

調査対象地

調査期間

調査面積

第Ⅶ章 領家遺跡確認調査

丸亀市郡家町字領家 1658‐ 1

平成 21年 H月 27日

約 13ぽ (調査対象地面積 2,239ポ )

1.立地と環境

対象地は、土器川と金倉川の中間、丸亀平野の

中央よりやや南寄りに位置する。丸亀平野は、香

川県最大の沖積平野で、肥沃なことから古代以降、

条里制により農地として整備されている。低地等

の農地開発に不向きな区域については、条里制地

割が見られないことから、農地開発が行われてい

ないものと思われる。

埋蔵文化財の包蔵状況は、対象地を中心とした

東西約 600m南北約 500mの範囲が『領家遺跡(古

墳 :包含地)』 として知られている。南の宝憧寺上

池、宝憧寺下池、仁池の底には『宝憧寺跡(古代 :

寺院)』 の所在が知られている。また、北側の高松

自動車道建設時には、敷地内において多くの遺跡

が見つかつている。

2.調査に至る経緯と調査の経過
宅地分譲建設事業の計画に伴い、平成 21年 10月 26日 付けで埋蔵文化財の所在の有無及びその取り

扱いについての照会文書が提出された。対象地は『領家遺跡(古墳 :包含地)』 として周知の埋蔵文化財

包蔵地となつている。これまでに詳細な調査が実施された事例が無く、詳細については明らかにされて

いない。

この付近は、条里制地割が良好に残存していることからも、古代より安定した土地であることが推測

される。領家遺跡の中央に位置する対象地は、地形調査によると、条里地割が見られず乱れている区域

に属している。観察状況から検討すると旧河道跡地であることが推測されるが、状況を確認するために

も確認調査を実施することが必須であると考えられた。

市教育委員会では、調査体制を整え平成 21年 11月 27日 に確認調査に着手した。後述するが、現地
における埋蔵文化財包蔵状況は、土器片等の遺物の出土は見られるが、対象地全域が旧河道内に該当す

ることが認められたことから、長期間を費やす調査の実施が有効であると考えられなかつたため、調査

は一日で終了した。

調査結果については、平成 22年 2月 3日 付けで香川県教育委員会に報告すると共に今後の埋蔵文化

財包蔵地としての取り扱いについての協議を申し出た。現時点において回答は成されていないが、市教

育委員会としては今後の保護措置は不要であると考えている。

第 23図 対象地位置図
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第Ⅶ章 領家遺跡確認調査

3.調査の概要

調査は、 トレンチ調査とし、対象地内に 3箇所の トレンチを設定した。掘削は重機で行い、人力によ
り精査を行つた。

以下、 トレンチ毎に概要を報告する。
【1ト レンチ】

対象地中央の東端部付近に東西軸で設定した。

耕作上の下層には、灰黄色系の粘質土が水平堆積している。羽釜(第 26図 1)な ど中世以降の遺物を包

含していることから、それ以降の整地によるものと考えられる。

整地層は、20 cmほ どの厚みを測り、その下層は暗褐色の粘質土となる。トレンチ東端部で西に下る勾

配を持つベース面が確認できた。暗褐色土からは、弥生土器の底部(第 26図 2)や壺などが出土している。

壺は、頸部には粘土帯指頭圧痕が見られる(第 26図 3)。 西寄りで深掘をすると、更に床面は下り泥炭層

が認められた。遺構は認められない。

第 24図 トレンチ配置図

―――棚
・２７０ｍ
レ

ー０

準

―
―
―
―
―
基

甘土掘削範囲

2ト レンチ 1ト レンチ
バ    ,
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第Ⅶ章 領家遺跡確認調査

1ト レンチ北壁 (0-lm)
1耕作土
2床 土
325Y6/3に ぶい費色粘質細砂
+6/4にぶい黄色少fl混 (Mn含 )
425Y6/6明 責褐色～5/6責 褐色粘質細砂粘質強い (中 世土器含)
525Y5/4責 褐色細砂やや粘質土
625Y4/4オ リープ褐色細砂やや粘質土
7 10YR3/3暗褐色粘質細砂 (φ 10cm以 下礫多混・土器含 )
8 10YR4/2灰責褐色 +3/3暗褐色粘質細砂 (φ 10crn以下礫多混)
9 10YR3/2黒褐色粘質土
1025Y7/4浅責色～6/6明 責褐色粘質シル ト (φ 5酬 下礫わずか混)

北 壁

W
1ト レンチ

1ト レンチ北壁 (3-8m)
1.耕 作土
2 床土
3 25Y6/3に ぶい責色粘質細砂
+6/4にぶい賞色少量混 (Mn合 )
4 25Y6/6明 責掲色～5/6黄 褐色粘質細砂粘質強い (中 世土器含 )
5.25Y5/4費 褐色細砂やや粘質土
6 25Y5/1黄 灰色 +5/4責褐色粘質細砂混

Ｅ
一輌

Ｅ
一輌

725Y5/1貴 灰色 +5/4貴褐色粘質細砂混
825Y5/2暗 灰費色粘質細砂
925Y4/4オ リープ褐色細砂やや粘質土
1025Y5/2暗灰費色 +10YR5/3に ぶい黄褐色粘質細砂やや砂質混
11 10YR3/3暗 褐色粘質細砂 (φ l∝m以下礫多混・土器含)
12 10YR4/2灰 責褐色 +3/3暗褐色粘質細砂混 (φ 10crn以下礫多混)
13 10YR3/2黒 褐色粘質土

北 壁

４ｍ

．‐
‐
‐

W
2ト レンチ Ｅ一̈

2ト レンチ北壁 (0-4m)
1 耕作土
2 床土
3 25Y6/6明 責褐色 +6/2灰賞色粘質細砂 (Mn含 )
4 25Y6/3に ぶい責色粘質細砂
+6/4にぶい責色少量混 (Mn含 )
25Y6/6明責褐色～5/6責 褐色粘質細砂粘質強い
25Y6/1責灰色～6/4に ぶい責色粘質細砂粘質強い
2.5Y3/2黒 褐色粘質細砂 (φ 5crn以 下礫混)

825Y3/1黒 褐色粘質細砂砂質強い (φ l∝m以下礫多混)
925Y3/1黒 褐色粘質細砂砂質強い (φ 10cm以 下礫 +く さり礫多混 )
1025Y4/1暗灰責色～3/1黒褐色粘質細砂砂質強い (φ 3m以 下小石少fl混 )
11 10YR4/1褐 灰色～3/1黒 褐色粘質土 (φ l∝m以下礫多混 )
12 10YR4/1褐 灰色粘質細砂 (φ 5crn礫 混)
1325Y3/1黒褐色～2/1黒 色細～粗砂
1425Y5/2暗灰責色～6/1責灰色極細砂
1525Y5/2～ 4/2暗灰責色細砂

(S=1:40)

第 25図 1・ 2トレンチ断面図
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第Ⅶ章 領家遺跡確認調査

【2ト レンチ】

1ト レンチの観察状況から、対象地全域が旧河道内に属する可能性が非常に高くなつたことから、対

象地中央の西端部付近に東西で設定して確認することとした。

上半部の土層は、1ト レンチ同様で中世以降の整地によるものと考えられる。その下層には、暗褐色

粘質土の堆積が見られるが、西端部で小礫を多く含む層が認められた。堆積状況は東に向けて下がつて

いる。弥生時代以降の遺物は出土するが、遺構は認められない。

(S=1:4)

第 26図 出土遺物実測図

4。 まとめ

調査の結果、対象地は全域が低地内に属することが判明した。埋土は礫層やかなり粘性の強い泥炭層

など様々で、河川堆積に見られるものであつたことから、旧河道の堆積土であると考えられる。

埋土中に比較的多くの遺物を包含することから比較的近い付近に集落遺構の分布が予想される。

対象地を含む旧河道は、地形調査から当該旧河道は北東に延びていたものと考えられる。しかしなが

ら上流域については、現在のところ確認する要素が確認されていない。

低地の深さについては、地下水の湧き出し等によつて確認できなかつたが、弥生土器を包含する河川

堆積層はかなり厚いものと思われる。上部は、中世以降に数回の整地を受けており、各層に若干の遺物

を包含しているが、遺構の検出はなかつたことから詳細は不明である。

対象地周辺は、条里制施行により区画整理が行われている状況が容易に読み取れるが、対象地から北

西に向けて地割が乱れていることからも、対象地は条里制施行段階において整備に不適切な地域であっ

たのではないかと考えられる。

このようなことから、調査地についての埋蔵文化財の包蔵状況記録は、今回の調査により完了し、今

後の保護措置は不要であると考えられる。

］卜

′‐

トレンチ名 延長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

トレンチ 0.8m× 9.2m 不 明 無 し(旧河道 ?) 弥生土器片、土師質土器片

2 トレンチ 0.8m× 6.6m 不明 無 し(旧河道 ?) 弥生土器片、土師質土器片、須恵器片、

石器片

第 6表 トレンチ概要総括表
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第Ⅶ章 領家遺跡確認調査

陀 種類 器種 トレンチ名
遺構名
。層位

胎 土
法量 色調 調 整

残存量
口径 器 高 底 径 外 内 外 内

1
上師 曇
上器

羽 釜 1ト レンチ 4層
やや 粗  φ lヘ
〕mm石英多・雲逗 (4.2)

'.5YR4/3に 』
ヽ橙 色 ヘ

:.5Y6/6 明メ
昌各,

r.5YR4/3に著
′` 橙 色 ヘ

2.5Y6/6 明 奏
ら

“

.

摩 滅 摩滅 胴部小片

廊生 Il

器
甕 1ト レンチ 7層

祖 φl～ 2mm f
百。石英多

(2.7) ;Y6/6橙 色 ,Y6/6橙 色 摩 滅 摩 滅 底部小片

床生 土

器
壺 1ト レンチ 7層

やや密  φlmmじ
下長石多 。雲母・黒

色粒子少

(20.3) (5.9)

:.5Y8/3淡 課
L～ 2.5Y7A
姜昔

“

25Y8/3 淡 奏
色 ～ 2.5Y7/〔

畿昔角

[条凹線文

指頭圧痕文
ナデ 口縁部 2/8

第 7表 出土遺物観察表
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第Ⅶ章 領家遺跡確認調査

計画地全景 :北東から 重機による掘削作業風景

1トレンチ全景 :南西から 1トレンチ北壁土層(1.5～ Om)

1トレンチ北壁土層(4～ 3m) 1トレンチ北壁土層(8～6m)

2トレンチ全景 :南東から 2トレンチ北壁土層(0～2m)

図版 18領家遺跡確認調査(1)
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第Ⅶ章 領家遺跡確認調査

トレンチ埋め戻し作業風景 埋め戻し完了 :東から

図版 19領家遺跡確認調査(2)
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綾歌町栗熊東字北池下地区



第Ⅷ章 綾歌町栗熊東宇北池下地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

第Ⅷ章 綾歌町栗熊東字北池下地区試掘調査

丸亀市綾歌町栗熊東字北池下 472、 473‐ 1

平成 22年 1月 18日 ～1月 19日

約 63ポ (調査対象地面積  1,971ぽ )

1.立地と環境
対象地は、中讃地域の主要幹線道路である一般国道

32号バイパス沿いに位置する。肥沃な丸亀平野の南東

端部に位置 し、東の渡池地区を挟んで羽床盆地と接す

る。元々は、綾川町から坂出市へ流れる綾川がこの地

域を通過 して丸亀平野へ注ぎ込んでいたと考えられて

いる。

対象地周辺には、多くの埋蔵文化財包蔵地が登録さ

れている。対象地東北束の丘陵先端には、古墳時代前

期に築造された四国最大規模を誇る前方後円墳である

『快天山古墳』が所在している。また、国道 32号バ

イパス建設に伴う埋蔵文化財事業が進められており、

西から『佐古川・窪田遺跡(弥生 :墓域)』、『池下遺跡(縄

文。古墳 :集落跡)』、『北内遺跡(弥生中期～後期。中世 :

集落跡)』、『住吉遺跡(中世 :集落跡)』 が存在しており、

特に東側及び南側に集落遺構である『池下遺跡』に隣

接している。
第 27図 対象地位置図

2.調査に至る経緯 と調査の経過
工場建設用地開発に伴い、対象地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取 り扱いについての文

書が平成 21年 12月 3日 付けで提出された。

対象地の東及び南の隣接地は、既に『池下遺跡』として周知の埋蔵文化財包蔵地となつていた。対象

地の東側は、近年の調査の結果、遺跡の無いことがわかっていたので『池下遺跡』の西端部に位置する

ことが予想された。遺跡が所在する場合には、今回の計画によつて広範囲にわたり遺跡に影響が及ぶこ

ととなる。

このことから、最低限試掘調査を実施しておくことが適当であるとの判断から、市教育委員会では、

調査体制を整え、平成 22年 1月 18日 に調査に着手した。

調査結果については、平成 22年 1月 29日 付けで香川県教育委員会に提出し、今後の包蔵地としての

取り扱い方について協議を申し出ている。

市教育委員会としては、溝状遺構等が検出できたものの密度が薄いことから今後の保護措置は不要と

考えている。
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3.調査の概要
調査は、 トレンチ調査とし、対象地内に 4箇所の トレンチを設定した。掘削は重機で行い、人力によ
り精査を行つた。

以下、 トレンチ毎に概要を報告する。
【1ト レンチ】

南側の水田中央に南北軸で設定した。

耕作上の下層には灰黄色系の層が幾層にも重なつており、数回の整地により地上げされてきたことがう

かがえる。耕作土直下から26 cmほ ど下に暗灰黄色系の層が認められる。旧耕作上のようにも見えるが、

適度に締まりもあり上部にマンガン粒を多く含んでいることなどから遺構面(第 1)と 考えることとした。

また、この層には比較的多くの遺物を含んでおり、須恵器杯身底部が出土した(第 32図 1)。 下層が安

定した面となることから、この層を包含層とし下面を第 2遺構面とした。

各遺構面を対象にトレンチ内を観察したが、遺構の検出は認められなかつた。

【2ト レンチ】

北側の水田中央南部に南北軸で設定した。

基本的な土層序は、1ト レンチと同様である。 トレンチ南端から 6m付近で溝状遺構と土坑を検出し
た。いずれも検出面は第 2遺構面である。検出した溝状遺構は、調査地東側で平成 17年度に実施した

試掘調査の 3ト レンチ SD01と 対応する可能性がある。包含層からは、弥生土器の底部が出土している

(第 32図 2)。 土坑からは、土師質土器片が出土したが詳細については不明である。

【3ト レンチ】

北側の水田中央部に東西軸で設定した。

基本的な土層序は、102ト レンチと同様である。

トレンチ東端付近で南北軸の溝状遺構を検出した。検出面は、第 1遺構面である。

また、 トレンチ西端部付近で溝状遺構と土坑を検出した。上面が西に下る勾配で切られており新しい
整地層が水平堆積している。検出面が不明であるが、第 2遺構面の上層を切り込んでいることが認めら

れるため第 1遺構面のものと考えられる。耕作土直下の整地層から、土鍋の脚部が出上している(第 32

図 3)。 土層序 17層からは、須恵器杯身のかえり部分が出上している(第 32図 4)。

トレンチ西端において安定した地山面を検出した。検出状況から旧河道か谷地形の西面肩口付近であ

ることが推定される。

【4ト レンチ】

北側の水田中央部北部に南北軸で設定した。

1～ 3ト レンチで見られた包含層が無いことから、遺構面は第 2遺構面のみとなつていることが読み取

れる。

トレンチ南端付近で東西軸の溝状遺構を検出した。埋土からは土師質土器片が出土するが、詳細は不

明である。 トレンチ中央付近では、 トレンチ軸に対して斜行する小規模の溝状遺構を検出した。 トレン
チ北端から約 6m南で南方に下る地山面を検出した。3ト レンチ西端部に地山面と対応するものと考え

られる。

耕作土直下の整地層からは、須恵器杯蓋のつまみ部分が出土している(第 32図 5)。
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トレンチ名 延長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 0.8m× 12.lm 不 明 な し 弥生土器片、土師質土器片、

須恵器片、磁器片、サヌカイ ト片

2ト レンチ 0.8m× 19.2m 不 明 溝 1条、土坑 1基 弥生土器片、土師質土器片、須恵器片、

陶器片、石片、

サヌカイ ト片

3ト レンチ 0.8m× 25.4m 不 明 溝 2条、土坑 1基 弥生土器片、土師質土器片、

須恵器片、サヌカイ ト片

4ト レンチ 0.8m× 21.6m 不 明 溝 2条 土師質土器片、須恵器片、

サヌカイ ト片

第 8表 トレンチ概要総括表

第Ⅷ章 綾歌町栗熊東字北池下地区試掘調査

｀
4

2

1[三二日1lL[
0                 10cm               :

-                       5

(S=1:4)

第 32図 出土遺物実測図

4.ま とめ

調査の結果、1ト レンチを除いた トレンチで遺構を検出することができた。検出された遺構は、ほと

んどが溝状遺構で、他は小土坑が 2基であつた。溝状遺構は、規模・方向等に規則性も無くプランを検

討できる資料には成 り得なかつた。各層から土器片の出土は見られるが、弥生土器片や須恵器片が混在

してお り、時代の特定には至らなかつた。

対象地を斜交する地形の落ちは、埋上が粗砂であることから旧河道であることも考えられる。

対象地の東側には遺跡の所在 しないことが確認 されていることや地形状況から、以西には低地が続き、

池下遺跡の西限は、対象地の東部になるものと考えられる。

結果、調査地内については、僅かに遺構の分布が認められるものの十分なデータを得 られる状況にな

かつたため、埋蔵文化財の包蔵状況記録は、今回の調査により完了し、今後の保護措置は不要であると

考えられる。
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第Ⅷ章 綾歌町栗熊東字北池下地区試掘調査

M 種類 器種 トレンチ名
遺構名
・層位

胎 土
法 量 色 調 調 整

残存量
口径 器 高 底 径 外 内 外 内

1 頁恵器 杯身 1ト レンチ 包含層
整 :φ lmm以 下振
百

(1.8) (7.2)

,PB7/1 明 清
尺色～ 5PB6/]

彗灰角

"PB7/1明
青ヌ

色～5PB6/1清
死

“

回転ナデ

氏部 ヘ ラタ
ズリ

回転ナデ 底部 1/8

が生 土

=
甕 2ト レンチ

[層 (整理

L)

咀

百

φl～ 2mm f
石英多

(2.5) (5.8)
).5Y7/4 浅聟
名

10YR6/6 明メ
掲色

ナデ ナデ 底部 1/8

L師 曇
L器

土 鍋 3ト レンチ `層
(整週

L)

やや密 :φ lmm 2
下長石多。雲母 。栞

色粒子少

(20.3) (7.6)

OYR7/4に 』
｀黄 橙 色 ヘ

OYR6/6明 澤
昌角

10YR7/4 に邊
い 黄 橙 色 ヘ

10YR6/6 明奏
陽角

ナ デ ナデ 脚部小片

頁恵器 杯身 3ト レンチ 17層 整 (1.4) 8ヾ/6灰 白色 6ヾ/0灰 色 ナデ ナデ 口縁部小片

頁恵器 不身 4ト レンチ
3層 (壁
也土)

密 (1.3) 6ヾ/0灰 色 6ヾ/0灰 色 ナデ ナ デ
つ ま み 剖

3/8

第 9表 出土遺物観察表
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第Ⅷ章 綾歌町栗熊東字北池下地区試掘調査

2トレンチ SK01確認状況 :西から

図版 20綾歌町栗熊東字北池下地区試掘調査(1)

計画地全景 :北から

1トレンチ全景 :北から

重機による掘削作業風景

1トレンチ西壁土層

1トレンチ西壁土層 2トレンチ全景 :南東から

2トレンチ西壁土層

-65-



第Ⅷ章 綾歌町栗熊東字北池下地区試掘調査

2トレンチ SD01確認状況 :東から

図版 21綾歌町栗熊東字北池下地区試掘調査(2)

2トレンチ西壁土層

3トレンチ全景 :東から 3トレンチ SD01検出状況 :東から

3トレンチ SD01検出状況 :北から 3トレンチ SK01、 SD02確認状況 :北から

3トレンチ西端付近土層状況 :北西から 4トレンチ全景 :北東から
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第Ⅷ章 綾歌田」栗熊東字北池 ド地 lκ試掘調査

4トレンチ SD01確認状況 :東から 4トレンチ SD02確認状況 :東から

図版 22綾歌町栗熊東字北池下地区試掘調査 (3)
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第Ⅸ章 まとめ

丸亀市では、旧飯山町においては平成 3年度に飯山町内遺跡発掘調査事業を実施 した。また、旧丸亀

市においては平成 4年度から、旧綾歌町においては平成 8年度から国庫及び県費補助を受けて丸亀市内

遺跡発掘調査事業及び綾歌町内発掘調査事業を継続的に実施 してきた。

平成 17年 3月 22日 に旧丸亀市、綾歌町、飯山町が合併 し、新 しい丸亀市が誕生した。新 しい丸亀市

では、平成 17年度からも当該事業を実施 して市内の文化財保護に努めている。合併後 5ヵ 年を経過 し

た現在も、開発事業は更に増加傾向にあり、財政の厳 しい丸亀市にとつては国庫補助を受けることが当

該事業を進めるために有効であると判断することから昨年度に引き続き、実施 しているものである。

今年度の調査については、川西町北字七条地区、蔵ノ内遺跡、郡家町字地頭地区、領家遺跡で宅地分

譲建設に伴 う試掘調査 2件、確認調査 1件及び発掘調査 1件、中津町字兵庫地区で駐車場造成事業に伴

う試掘調査 1件、川西町南字中方地区で共同住宅建設開発に伴 う試掘調査 1件、綾歌町栗熊東字北池下

地区で工場建設に伴 う試掘調査 1件の併せて 7件を対象として行つた。

川西町北字七条地区では、近隣での埋蔵文化財調査事例が無く、包蔵地の状況は不明であつたが、周

辺の遺跡分布状況や立地環境から検討 して、対象地において遺跡の包含する可能性が比較的高いものと

考えられた。事前に遺跡所在の有無を確認 しておくことが適当であるとの考えから試掘調査を実施 した。

調査の結果、対象地については、比較的まとまつた遺構が残存 していることが確認でき、ほぼ全域に

おいて保護措置が必要でると判断した。この結果、対象地は、『道池北遺跡』として周知の埋蔵文化財包

蔵地に登録された。

蔵ノ内遺跡は、綾歌町富熊字蔵ノ内で計画された宅地分譲建設工事に伴い発見された遺跡である。対

象地周辺では、近年の開発が活発になつており、『蔵ノ内遺跡』が新たに発見されたことから、弥生時代

以降、活発に生活が営まれてきたことが明らかになつてきている。事業者から事前の照会もあり、事前

調査の必要性を感じていたが、スケジュールの関係から工事中に立会をしながら確認することとなつた。

立会の結果、工事開始後早々に竪穴住居などの遺構を検出したことから、事業者から遺跡発見の届出

を提出すると共に、体制を整え発掘調査に着手した。発掘調査では、大型の掘立柱建物など多くの遺構・

遺物の検出に至つた。

調査成果については、今後整理作業を進めていく予定で、完了後 「蔵ノ内遺跡発掘調査報告書」とし

て報告することとしている。

中津町字兵庫地区では、対象地南西に接する区域で『中津兵庫遺跡』の所在が知られており、近接地

には、『南鴨遺跡』、『道下遺跡』、『中の池遺跡』などの弥生時代の遺跡が所在している。『中津兵庫遺跡』

において検出された、南北に流れる大型の溝の延長が、対象地に延びる可能性が高いことから試掘調査

を実施することとしたものである。

調査の結果、『中津兵庫遺跡』から延長する溝状遺構を検出した。その他の調査区では、保護すべき

遺構の検出が無かつた。県関係部署との協議の結果、溝状遺構の所在する圃地を対象に保護措置が必要

であると判断し、『中津兵庫遺跡』として周知の埋蔵文化財包蔵地に変更登録した。

川西町南字中方地区では、近隣での埋蔵文化財調査事例が無く、包蔵地の状況は不明であるが、条里

制地割内の安定した土地にあり、古くから開発が及んでいる可能性があることから、試掘調査を実施し

た。

調査の結果、対象地内について、遺構の残存が認められたものの密度が薄く、周辺に集落等が所在す
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ることを裏付ける十分なデータを得る状況ではなかつたことから、今後の保護措置は不要であると判断

した。

郡家町字地頭地区では、対象地付近の条里地割が良好に残存していることからも、古代より安定した

土地であり、早くから開発が及んでいる可能性が考えられ、試掘調査を実施した。

調査の結果、対象地は古くは起伏を持つた地形を呈していたことが想定された。以降の開拓等によつ

て整地が進められてきたようである、更に、表面近くには大きく整地を受けていることから、本来の遺

構面を確認するまでには至らなかつた。若干の土坑も確認されたが連続性がなく詳細を把握するまでに

は至らなかつたことから、今後の保護措置は不要であると判断した。

領家遺跡では、この付近において条里制地割が良好に残存していることからも、古代より安定した土

地である。対象地周辺は包含地として周知の埋蔵文化財となつているが詳細は不明である。地形調査か

らも旧河道跡地であることが推測されるが、本格的な埋蔵文化財の包蔵状況調査を行つた経緯が無かつ

たため、確認調査を実施した。

調査の結果、対象地は北西に延びる谷地形に該当することが確認され、旧河道の可能性が高い。埋土

各層に遺物の包含が見られるが、遺構の分布は認められなかつた。今後の保護措置は不要と判断した。

綾歌町栗熊東字北池下地区では、対象地の東側及び南側で『池下遺跡』と接している。また、西側隣

接地では、遺跡の所在が無いことが確認されているので、対象地が池下遺跡の最端部に位置する可能性

が高いことから、試掘調査を実施した。

調査の結果、各層から遺物の包含も見られ、溝状遺構や土坑を検出することができたが、規模・方向

等に規則性がなく、建物跡や集落等のプランを検討できるまでの資料には至らなかつたので、今後の保

護措置は不要と判断した。

以上、今年度は 7件の調査を対称に丸亀市内遺跡発掘調査事業を実施した。それにより、新たに 1遺

跡を発見し、 2遺跡を追加することで既存する包蔵地内の状況確認資料を増やすこともできた。

また、領家遺跡では、埋蔵文化財包蔵地内ではあるものの、遺跡の包蔵を確認できなかつたため、領

家遺跡の詳細な資料を部分的ではあるが増やすこともできた。

このように、当該事業においては、次年度以降についても継続実施し、丸亀市内遺跡の適切な保護に

努めていきたい。
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所収遺跡・地区名 所在地
コー ド
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調査面積
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調査原因
市町村 遺跡番号

;｀再
lrぽ

]ビ李毛I楽毛主
【譜電iど這跡】

川西町北字七条 0143
34度
15分
46-48秒

133度
49分
31～ 33秒

5ノ25～ 5/26 100.5 宅地分譲建設

巌フ詩遺跡 綾歌町富熊字蔵ノ内 0203
34度
14分
41～ 44秒

133度
53分
7～ 10秒

(5′ 18～ 19:立会)

5/20～ 9ノ 8
1,427.0 宅地分譲建設

帯
‐
渾好李兵庫地亡
【軍澤貰匿遭跡】

中津町字兵庫 0140
34』賃
16分
23～ 27秒

133度
46分
20～ 22秒

7/27 38.0 駐車場建設

サlI言時宥撃竿芳亀歯 川西町南字中方 202
34度
14分
51～ 53秒

133贋
50分
2～ 4秒

10/13 73.0 共同住宅建設

都蒙好撃拠韻亀歯 郡家町字地頭 202
34反
14分
53～ 55秒

133度
48分
57-59秒

11ノ26 61.0 宅地分譲建設

嶺蒙遭跡 郡家町字領家 202 0063
34反
15分
20～ 22秒

133度
49分
16～ 18秒

11/27 13.0 宅地分譲建設

緩猷ギ業熊賞撃i躙千亀炭 綾歌町栗熊東字北池下 385
34度
14分
5～ 7秒

133度
53分
6～ 71抄

1/18～ 1ノ 19 63.0 工場建設

所収遺跡 。地区名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

)・百
1盲
riビ李モ:楽屯歯
【譜冠i占遺跡】

集落跡 奈良・平安 。中世 溝、土坑 土師器片、須恵器片、磁器片 周知新規登録

霞′閃造跡 集落跡 弥生 。古代 。中世 溝、土坑、建物

弥生土器片、土師器片、須恵器片、

陶器片、磁器片、サヌカイ ト片、
石器片、木片、瓦器片、黒色土器
片、瓦片、石片

周知変更登録

帯
・
渾好李其庫え歯
【軍淳其震遭跡】

集落跡 弥生 。古墳 溝
須恵器片、土師質土器片、緑釉陶

器片
周知変更登録

)11言時.譜軍年
｀
労亀歯 溝、土坑 土師質土器片、サヌカイ ト片 保護措置不要

都蒙訴撃樋韻苑歯 土坑 土師質土器片 保護措置不要

嶺蒙逼詠 包含地 弥生・古墳 旧河道
弥生土器片、土師質土器片、須恵

器片、石器片
保護措置継続

緩猷げ業黛賞撃i躙千亀歯 溝、土坑
弥生土器片、土師質土器片、須恵

器片、サヌカイ ト片
保護措置不要

要  約

本書は、丸亀市が平成 21年度に国庫補助事業により実施した丸亀市内遺跡発掘調査報告書である。
調査対象地は、民間・個人から『埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて』の照会のあつた地区及び
工事中に発見された遺跡の計 7箇所である。これら7箇所の内 6箇所は、周知の埋蔵文化財包蔵地区域外での計画
であつたが、周辺の埋蔵文化財包蔵状況等から検討し、試掘調査及び任意立会を実施することとしたものである。
残 り1箇所は、周知の埋蔵文化財包蔵地内での計画であつたが、基礎資料がなかつたことから確認調査を実施した。
この内、『り‖西町北字七条地区』、『綾歌町富熊字蔵ノ内地区』及び『中津町字兵庫地区』で密度の濃い遺跡を発見

することができた。それぞれ『道池北遺跡』、『蔵ノ内遺跡』及び『 中津兵庫遺跡』として保護措置を講じることと

なつた。『蔵ノ内遺跡』は、現状保存が不可能であつたため発掘調査を実施、記録保存とした。『領家遺跡』の確認

調査では、遺構の発見はなかつたが、周知遺跡内であることから保護措置を継続とした。その他の調査では、発見
内容が希薄であつたことから、今回の調査で保護措置を終了とした。
以上、今年度は当該事業により 7箇所の調査を行つた。それぞれ、調査結果を香川県教育委員会に報告すると共
に対象地の取り扱いを協議し、結果を踏まえて照会者に回答した。
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